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「
子
ど
も
の
人
権
と
赤
ち
ゃ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
」

講
師

：

藤
井 

輝
明
さ
ん（
鳥
取
大

学
医
学
部
教
授
）

対
談

：

藤
井 

輝
明
さ
ん
と
高
塚   

人
志
さ
ん（
鳥
取
大
学
医
学
部
准
教
授
）

▼
２
分
科
会（
午
後
１
時
〜
４
時
）

第
１
分
科
会　

研
修
会「
す
て
き

な
あ
な
た
に
な
る
た
め
に
」（
講

師

：

高
塚 

人
志
さ
ん
）

第
２
分
科
会　

実
践
発
表「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
授
業
お
よ
び

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
取
組

み
」（
鳥
取
大
学
、
三
重
県
桑
名
北

高
校
ほ
か
）

▼
情
報
交
換
会（
午
後
５
時
〜
・
水

明
荘
）※
参
加
費
５
，
０
０
０
円

※
問
合
せ
先

：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
事
務

局
（
心
の
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

（
あ
２
２―

９
７
９
１
／
H
P　

h
ttp
://

w
w
w
.n
p
o
-m
ira
i.n
e
t

）

「
う
れ
し
！
た
の
し
！
動
物

フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」開
催

　

国
で
は
、
国
民
が
広
く
動
物
の

愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
よ
う
、
９

月
20
日
か
ら
26
日
を
動
物
愛
護
週

間
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
ち
な
み
、「
う
れ

し
！
た
の
し
！
動
物
フ
ェ
ス
タ 

２
０
０
７
」を
開
催
し
ま
す
。

　

緑
深
い
打
吹
公
園
で
、
動
物

と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
れ
る
よ
う
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
無

料
で
す
。

と　

き

：

９
月
24
日（
月
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ

：

打
吹
公
園
動
物
舎
付
近

日　

程

▼
開
会
式（
午
前
10
時
〜
）

▼
催
し
コ
ー
ナ
ー（
午
前
10
時
20
分
〜
）

①
動
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト（
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
市
報

８
月
15
日
号
に
掲
載
）

②
獣
医
師
に
よ
る
ペ
ッ
ト
お
悩
み
相
談

③
犬
の
し
つ
け
教
室

④
子
犬
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

⑤
モ
ル
モ
ッ
ト
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

⑥
動
物
ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー

⑦
動
物
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

※
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

▼
閉
会
式（
午
前
11
時
45
分
〜
）

①
動
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

②
コ
ー
ナ
ー
担
当
者
の
感
想
・
反
省

③
閉
会
挨
拶

※
問
合
せ
先

：

愛
玩
動
物
飼
養
管
理

士
会　

山
本（
あ
０
８
０―

５
０
３
０―

９
８
３
７
）／
管
理
課
公
園
管
理
係（
あ

２
２―

８
１
３
１
）

中
部
の
お
や
じ
バ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト

  

日
ご
ろ
、
中
部
を
中
心
に
、
福

祉
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
お
や

じ
バ
ン
ド
で
す
。

　

今
回
初
め
て
２
組
の
バ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
観
て
、

聴
い
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

：

９
月
17
日（
月
）
午
後
１

時
30
分
〜

と
こ
ろ

：
倉
吉
未
来
中
心
・
リ

ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム

入
場
料

：

無
料

出
演
バ
ン
ド
と
演
奏
予
定
曲

▼

新

羅

…「
真
っ
赤
な
太
陽
」「
川

の
流
れ
の
よ
う
に
」
な
ど
演
歌
を

中
心
に
し
た
懐
か
し
い
歌
謡
曲

▼
ブ
ル
ー
レ
イ
ズ
…「
南
国
の
夜
」

「
小
さ
な
竹
の
橋
」「
つ
ぐ
な
い
」

「
珍
道
物
語
」
ほ
か
ハ
ワ
イ
ア
ン
音

楽
と
歌
謡
曲

※
問
合
せ
先

：

丸
田（
あ
０
９
０―

３
１
７
９―

６
３
１
３
）

　
　

第
４
回「
と
り
た
ん

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

　　

今
年
最
後
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が

ら
学
内
を
見
学
で
き
る
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し
い
企
画
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　

き

：

９
月
９
日（
日
）
午
前
11

時
15
分
〜
午
後
３
時
20
分

（
受
付

：

午
前
10
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ

：

鳥
取
短
期
大
学

内　

容

▼
学
科
別
授
業
体
験

▼
と
り
た
ん
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
上
位
入
賞
者
に
豪
華
商
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
！
）

▼
学
内
見
学

▼
個
別
相
談
〜
社
会
人
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
〜

▼
保
護
者
対
象
説
明
会　
　

な
ど

★
昼
食（
無
料
）

：

事
前
申
し
込
み
要

★
無
料
送
迎
バ
ス

：

倉
吉
駅
４
番

バ
ス
乗
り
場
発
＝
午
前
10
時
40
分
、

11
時
、
短
大
発
＝
午
後
３
時
20
分
、

３
時
40
分

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

鳥
取
短
期
大
学

入
試
広
報
課（
あ
２
６

－

９
１
７
１
）

～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～　　2007 No.3

自主防犯の基本は、

　　　　　確実な「鍵かけ」です
管内の今年の犯罪発生状況は、昨年に比

べて「空き巣」などの住宅対象の侵入窃盗がやや増加
し、「自転車盗」「車上ねらい」は減少しています。
しかし、いずれも被害の状況をみると、鍵をかけ

ていれば防ぐことができたのでは…と思われるケー
スが相変わらず目立ちます。

  どろぼうの大半は、解
かいじょう

錠に５分以上かかると犯行
をあきらめると言われていますので
○ちょっとの留守でも油断せず、必ず戸や窓に鍵を
かける

○自転車には、破壊に強いチェーン錠などをかける
○車から離れる時には短時間でも、貴重品を置いた
ままにせず、ドアロックする

を心掛けてください。

※連絡先：倉吉警察署 （あ 26－7110）

81.0%

44.6%

69.2%

19.0%

55.4%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車上ねらい

自転車盗

空き巣など

施錠なし

施錠あり

《倉吉署管内の被害に対する施錠率》    H19.7月末現在
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広
告
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市
企
画
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（
あ
２
２
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８
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広
告

後
で
判
明

当
初

当初からお支払

全額を

お支払

60歳から年金を受給していた人で 71歳で追加すべき年金記録が見つかった場合

▼60歳 ▼66歳 ▼71歳

時効消滅 全額をお支払

▼65歳 ▼67歳 ▼72歳

72歳のときに年金記録が見つかり、年金の受給資格があることがわかった場合

これからは、年金時効特例法の成立により、この部分も全期間さかのぼってお支払いします

【具体例①】

【具体例②】

※受給権発生の年齢は個人により異なります。

５年を超える分は、時効消滅 増額分は５年間分をさかのぼってお支払

５年間分はさかのぼってお支払

  

今
ま
で
は
年
金
記
録
が
訂
正

さ
れ
た
結
果
、
年
金
が
増
額
し

た
場
合
で
も
、
時
効
消
滅
に
よ

り
直
近
の
５
年
間
分
の
年
金
に

限
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
年
金
時
効
特
例
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
時
効
消

滅
分
も
含
め
て
全
額
支
払
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
人
や
手
続
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

・
鳥
取
社
会
保
険
事
務
局
倉
吉
社
会
保

険
事
務
所（
あ
２
６―

５
３
１
１
）

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
あ
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
））

・
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.sia
.g
o
.jp
/

・
市
民
課（
あ
２
２―

８
１
５
５
）

年金時効

特 例 法

ＮＨＫ・ＮＫＴ・ＢＳＳ・ＴＳＫが、

倉吉デジタル中継局（栗尾山）から、地上

デジタル放送を開始しました。

地上デジタル放送は、高画質で目にやさしい「ハイ

ビジョン放送」をはじめ、番組を視聴しながら県内の

ニュースや気象情報などを画面に表示できる｢データ

放送 ｣、番組表を画面上で確認できる「電子番組ガイ

ド」など、“きれい”で“べんり”な放送です。

受信エリア内で、すでに地上デジタル放送対応テレ

ビを設置されている場合、アンテナ接続を確認し、チャ

ンネル設定（初期スキャン）を実施することで放送をご

覧いただけます。

また、「ワンセグ放送」もあわせて開始しましたので、

携帯電話やカーナビなど、ワンセグ対応受信機でも地

上デジタル放送をお楽しみいただけます。

ぜひ、この機会にデジタル放送ならではの新しい放

送サービスをお楽しみください。
※問合せ先

総務省地デジコールセンター（あ０５７０―０７―０１０１）

ＮＨＫ（あ０５７０－００―３４３４）／ＮＫＴ（あ０８５７―

２７―２１１１） ／ＢＳＳ（あ０８５９―３３―２１１１）／ 

ＴＳＫ（あ０８５２―２３―３４３４） 

最寄りの電器店／地域のケーブルテレビ

地上デジタル放送いよいよ開始
（倉吉デジタルテレビ中継局）

▲受信エリア
の目安

倉吉市下田中町1026（いない倉吉中央店100m東側）

入院時の一人あたりの自己負担額の平均は
「備え」の目安としたい金額です 14,700円

生命保険文化センター「生活保障に関する調査」／平成 16 年度

保険無料相談
実施中 !!

ファイナンシャルプランナーが万が一の
保障についてアドバイス致します。

取扱保険会社

22－3976

1 日
あたり

  秋 本 農 園
ぇ0120-366220

倉吉市大塚  あ/い26-4128

■奥出雲コシヒカリ ３，６００円／10ｋｇ
■三朝コシヒカリ　  ３，４００円／10ｋｇ
■大山コシヒカリ    ３，２００円／10ｋｇ
■コシヒカリ          ３，０００円／10ｋｇ
■ブレンド米         ２，８００円／10ｋｇ
■モチ米     ３００円／ｋｇ
■小豆あります

（１升は1.5kgです）

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回
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広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
企
画
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告

ライフサポートくらよし

暮らしやすい住まいづくり相談室

あ 28-5711/い 28-4590

夜間の交換は大変･･･通気性が
あり「たっぷり吸収」夜用パット
は、お肌に優しくモレにも安心です

おむつ１１０番

おむつ助成券取扱店

ご相談は無料・おむつ宅配も承ります

鳥取県社協認定アドバイザーが担当
お気軽にお問合せ下さい（秘密厳守・要予約）

　手すりの取付けや段差解消は
　市から９割の助成があります
　例えば･･･マヒや足腰が弱く
　　　　日常生活動作に不安のある方

介護保険で住宅改修

　新たに若者子育て世帯買い物応援協賛店が増えました
■健康・美容

名 　称 所在地 電話番号 サービス内容

レインボークラブ　天瀧
山根パープルタウン 2Ｆ

中華料理店
26-0341

生活習慣（食生活など）改善クラブ活動の会費 1回 300 円

を 200 円に

※今後も新たな協賛店を市報くらよしと倉吉市ホームページで紹介します。

※問合せ先：企画課　若者定住推進室（あ 22―8161 ／い 22―8144）

１０月１日から雇用保険法が変わります。

この度の改正では、失業給付を受けるための資格要

件、育児休業給付の給付率、教育訓練給付の要件・内容、

特例一時金の給付水準などが変更されます。

 ①失業給付の受給資格要件の変更

これまでの、週所定労働時間による被保険者区分

（一般被保険者と短時間被保険者）を廃止することに

伴い、受給資格要件を一本化します。このことに伴

い、雇用保険の基本手当を受給するためには、原則、

１１日以上勤務した月が１２月必要となります。

 ②育児休業給付の給付率の変更

平成１９年３月３１日以降に職場復帰した人から

平成２２年３月３１日までに育児休業を開始した人

を対象に、給付率が休業前賃金の４０%から５０%

に引き上げられます。

 ③教育訓練給付の要件・内容の変更

平成１９年１０月１日以降に指定講座の受講を開

始した人から、本来「３年以上」の被保険者期間が必

要である受給要件を、初回に限り「１年以上」に緩和

します。また、これまで被保険者期間によって異なっ

ていた給付率および上限額を２０%、１０万円に一

本化します。

 ④短期雇用特例被保険者の人への特例一時金の変更

平成１９年１０月１日以降離職した人から、特例

一時金の給付水準が基本手当日額の４０日相当分に

変わります。  

なお、詳しくは最
も よ

寄りのハローワークまたは鳥取

労働局職業安定課までお問い合わせください。

※問合せ先：鳥取労働局職業安定部職業安定課

（あ０８５７―２９―１７０７） 

第５回鳥取県総合芸術文化祭参加事業
鳥取県和太鼓連盟コンサート　　

県和太鼓連盟に加盟

の鳥取県を代表する和

太鼓グループが一堂に

集まり太鼓の演奏を繰

り広げます。

迫力ある演奏をぜひ

お楽しみください。

・と　き：９月１６日（日）午後１時３０分～４時

（開場：午後１時）

・ところ：倉吉未来中心・大ホール

・出演団体： 倉吉打吹太鼓振興会、米子がいな太鼓

保存会、逢
おうしゅう

鷲太鼓連、岸本風神太鼓振

興会、鬼
きめん

面太鼓振興会 

ゲスト：アフリカンパーカッション「アイ

ヤ＆アラマ」

・入場料：無料 　　

・ 入場整理券取扱所：倉吉交流プラザ、倉吉未来中心、

　　　　　　　　    倉吉博物館、市民参画課　ほか

※問合せ先

倉吉打吹太鼓振興会事務局（市民参画課内）（あ２２―８１５９）

鳥取県和太鼓連盟事務局（あ０８５９－２４－４１２６）

和太鼓ふるさとの響
２００７

和太鼓ふるさとの響
２００７
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保健事業に関するお問い合わせは、健康支援課（あ26-5670／い26-5660）
健康支援課の場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

■健康相談　
対　象 日　程 時　間 ところ 内　　　容

食事、運動など健康
について、どなたで
も気軽にご相談くだ
さい

9月20日（木）
受付
13：30～15：30

関金総合文化センター
（関金庁舎隣）

保健師による個別相談

9月25日（火）
市保健センター健康相談室
（伯耆しあわせの郷２階）

栄養士・保健師による個別相談
＊栄養士の相談は要予約（あ 26-5670）

＊希望によって血圧測定、体重測定、体脂肪・内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも健康支援課で随時相談を受け付けています。

献血にご協力ください
【全血献血】

期 　日 9月16日(日)

と こ ろ パープルタウン

時 　間 11：00～17：00

※申込・問合せ先：鳥取県赤十字血液セ
ンター（あ 0857―24－8101）

９・１０月の集団健康診査のご案内
期　日 ところ 受付 健診内容

 9 月 11 日（火） 灘手公民館
8：00～10：00

基本健康診査がん検診
（胃・肺・大腸・前立腺）10 月 12 日（金） 社公民館

＊対象年齢、料金など詳細は、各家庭に配布した『くらよし健康ガイド』をご覧ください。

フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」

「いのちの電話」はさまざまな悩みに苦しむ人たち

からの相談を受けられるよう 24 時間体制で相談に

あたっています。

このたび、さらに多くの相談を受けられるよう「フ

リーダイヤル」による電話相談を実施します。遠慮

なくお電話ください。

実施日：毎月 10日（9月10日、10月10日、11月10日、

12月10日、平成20年1月10日、2月10日、3月

10日）

実施時間：8：00～翌日の8：00（24時間無料）

フリーダイヤル電話番号

０１２０－７３８－５５６（料金無料）

これ以外の日の、こころの健康相談は

社会福祉法人「とっとりいのちの電話」

あ０８５７－２１－４３４３（有料）

鳥取県立精神保健福祉センター

あ０８５７－２１－３０３１（有料）

中部総合事務所福祉保健局

あ０８５８－２３－３１２７（有料）

で受け付けています。

　こころが疲れたら、ひとりで悩まないで、

ちょっと電話してみませんか！

大切な
「いのち」を
守るために

－あなたがつらいとき、
　　　　　近くにいます―

９月は「がん征圧月間」です
【今年のスローガン】

「まず受けて 次に伝える がん検診」

   がんは、日本人の死亡原因の第１位で、1/3
の人はがんによって亡くなっています。
   特に肺がんと胃がんは男女ともに多い傾向
にあります。
　がんは生活習慣病の１つ。予防と早期発見・
早期治療が大切です。

まずは、年に１回がん検診を受診しましょう。

家庭看護法講習会
『健康維持と疾病予防』『家庭介護や病人看護』

安全で健康な生活をするための知識と
技術を身につけませんか？

と　き：9月19日（水）、20日（木）、21日（金）、22日（土）

　　　　午前 10 時～午後 4時（全 4回）

ところ：倉吉老人福祉センター・大会議室

対象者　①家庭で病人や寝たきり高齢者などを

　　　　　介護している人

　         ②知識、技術を身につけたい人

　         ③満15歳以上の人

定　員：30人

教材費：1,000 円

申込期限：9月 7日（金）（定員になり次第終了）

※申込・問合せ先：倉吉市ボランティアセンター（倉吉

市社会福祉協議会内）

   （あ２２―５７７０／い２２―５７７１／ 〒682-0822

　倉吉市葵町717番地3 ） 




